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研究成果の概要（和文）：  本研究の目的は発達障害とは診断されていないが、似た特性から就業に困難を示す
学生に対する支援方法の開発である。彼らは将来を見通す能力や対人関係や場の理解能力に共通した弱さをも
つ。それらを“見通し力”と命名することで、問題を焦点化し対応方法を一般化した。
　研究成果としては、「見通し力」「見通し力・就業」の2つの尺度を完成させた。それぞれは適宜、学会発
表、論文発表を行った。支援プログラムとしては若年者ハローワーク等と連携し、「弱点や強みを見つけるため
の就労体験」を行い成果を上げている。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is not diagnosed as developmental disorder, but
 development of support method for students who show difficulty in employment from similar 
characteristics. They have a common weakness in their ability to predict the future and 
interpersonal relationships and good understanding of their position. By naming them " mitoshi-ryoku
 ", we focused the problem and generalized the way we responded.
As a result of research, we have completed two scales of " mitoshi-ryoku" and " mitoshi-ryoku･
syugyou(Ability to estimate the future based on past experience to establish a career)". Each of 
them gave academic presentations and paper presentations as appropriate. As a support program, we 
cooperated with the public employment security office for young people and achieved results by 
practicing "workplace experience to find weaknesses and strengths".

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）2013 年頃は発達障害に関する理解も進
み始め、高等教育機関においてもさまざまな
支援の手段が行われるようになった。しかし、
未診断の者、発達障害傾向（グレーゾーン）
の者に対しては理解や支援の手が行き届か
ず、メンタルヘルス不調や退学になる者も少
なくなかった。就職できず引きこもってしま
う例が申請者の周りに目立つようになった。 
発達障害及び発達障害傾向をもつ学生の

多くが自覚のないまま高等教育機関まで進
学している。発達障害であるという自覚や診
断を得ることなく大学を卒業し、社会適応の
段階で就職等の社会的自立に大きく困難を
抱えることになる。 
 
（2）申請者は長年にわたり、高校生を対象
にメンタルヘルス調査を実施してきた。『学
校不適応を予防するための試み－高校メン
タルヘルス調査からみえたもの－』（肥田･鈴
木、2009）では、教員のメンタルヘルス不調
生徒に対する理解等について述べている。ま
た、大学生の就職、就業意識についても関心
があり、『大学生の就職活動に関する意識調
査』（肥田･澤田、2010）、『大学生の就業意識
形成のプロセスに関する研究』（肥田･澤田、
2011）『大学生の進路選択行動に影響を与え
る要素』(肥田･澤田、2012)等の大学生の就業
に関する研究も進めてきた。これらの研究や
前述した社会的要素を鑑みて「発達障害傾向
で就業困難が予測される学生に対する診断
によらない支援研究」を進めるに至った。 
 
２．研究の目的 
近年、発達障害あるいはその傾向をもつた

めに就労することが困難な大学生が増加し
ている。ニートという言葉で表される就業困
難な若者の問題に対し、教育機関において果
たすべき課題は多い。この研究は、発達障害
とは診断されていないが、似た特性をもち、
就業に困難を示す可能性のある学生に対し、
新しい切り口からの支援方法を開発するも
のである。彼等は対人関係や場の理解をする
能力、将来を見通す能力に共通した弱さをも
っている。それらの能力を「見通し力」と命
名することで、問題を焦点化し対応方法を一
般化しようとした。具体的には、見通し力尺
度を作成し、見通し力強化のプログラムを作
成する。これらの尺度やプログラムは多くの
高等教育機関、施設、行政サービスでの活用
が可能であろう。結果的には発達障害やその
傾向のある学生の潜在的な能力の開発と自
己実現を支援するものである。 
 
３．研究の方法 
本研究は査定研究と支援研究から成り立

っている。支援研究においてはカウンセリン
グ、グループワーク等いろいろの試行錯誤が
あったが、最終的には在学中の就労（アルバ
イトを含む）体験とそれを素材にしたカウン

セリングが有効であることが分かった。以降、
外部との連携を中心に展開した。 
 

（1）査定研究 
①大学 1年生約 300名を対象に調査を実施し、
「見通し力」尺度を作成した。 
②大学 2,3年生約 200名を対象に調査を実施
し、「見通し力･就業」尺度を作成した。 
③スクリーニングされた学生を中心に調査
を継続し、臨床的妥当性を検討している。 
（2）支援研究 
①学生課、就職課、学生相談室を中心に大学
内での支援ネットワークを構築した。 
②新卒応援ハローワーク、就労移行支援所等
を中心に外部ネットワークを構築した。 
③適応、就労困難が予測される学生に対して、
外部機関と連携を取り支援を実施した。同時
に保護者支援も行った。 
 
４．研究成果 
（1）「見通し力」尺度の作成 
研究標題の「発達障害傾向で就業困難が予

測される学生に対する診断によらない支援
研究」にあるように、診断によらないという
ことが本研究の重要な課題のひとつであっ
た。教育機関の中で発達障害傾向の学生をス
クリーニングする場合、カットオフポイント
があり障害のラインが引けてしまうような
既存のテストを使用することは人権の観点
から難しい。加えて重要なことは診断ではな
く、どの学生にどのような支援が必要かを見
出すことである。本研究では、過去の体験の
上に現在を構築し、そして未来をイメージす
る、この時間の感覚を縦の繋がりとし、現在
の対人関係や場の理解を横の広がりと見た
推察力を「見通し力」という名前で便宜的に
定義した。（図 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
大学生の調査結果をもとに探索的因子分析
を実施した結果、21 の項目「時間的予測力」
「場の理解力」「感情推察力」の 3 つの因子
が見出された。これらの項目の内的整合性、



再検査信頼性や基準関連妥当性、構成概念妥
当性も証明された。（表１） 
 
表１見通し力尺度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（2）「見通し力･就業」尺度の作成 
 大学生約150名を対象に調査を実施した結
果、21 の項目と 3つの因子が見出された。因
子はそれぞれ「長所や適性を把握する力」「就
労をイメージする力」「前に踏み出す力」と
命名された。これらの項目の内的整合性、再
検査信頼性や併存的妥当性、構成概念妥当性
も証明された。（表 2） 
 
表２見通し力･就業尺度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（3）学内外のネットワークの完成と事例 
下図のようなネットワークを現在学内外で
構築した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 学内外のネットワーク 
 

①スクリーニングでピックアップされた学
生を入学時保健資料などと共に学生課･学生
相談室で作成した。以降、学内ではゼミ担当
者と連携しながらバックアップし、就職時期
になると就職課を含めて支援した。 
②課題のある学生は卒業までに新卒応援ネ
ットワークと連携し、就労移行支援所や市町
村の若者社会体験支援事業が実施している
就労体験に参加した。 
③学内担当者の研修等は県市町村の就労支
援（名古屋リンクス）を使用した。実際に障
害者雇用を行っている企業の見学も実施し
た。 
④事例 
A さん大学 4年生 発達障害の診断なし。「見
通し力・就業」チェックで要支援。成績はよ
いが対人不安で就業意欲が低い。新卒応援ハ
ローワークを通じて、市町村の若者社会体験
支援事業（なごや若者サポートステーショ
ン）から就労体験をさせてもらった。スモー
ルステップであるが前進している。 
B さん大学 4 年生 発達障害の診断なし。就
労移行支援所から就労体験を実施、就労意欲
につながった。 
C さん大学 4 年生 発達障害の診断あり。就
労移行支援所から就労体験を行ったところ、
実施企業が就職を誘ってきたので、その企業
に就職した。 
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